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j括顛

末が多く存在している以上の結果

から少なくとも，ＡＣｈを含む＝リ

ラーージックな神経終末（直径400Ａ

位のシナプス小胞を含む）と後葉ホ

ルモンを含む終末（1,000～2,000入

の神雛分泌馴粒を含む）が別盆に神

経葉に存在していz)ことが結論でき

為．しかし，後葉ホルモンの分面に

神経分泌敷粒とシナプス小胞に似た

小胞を同一終末内に持つ繊雑も多く

みられることと，この分雨に少ない

とはいえＡＣｈの活性がある程度は

みられ堵)ことから，刺'経分泌徴稚内

の'１，胆がシナプス小脳でないと結論

することは無IU1であると思われる．

Kobayaslliら(1965)3)の近子顕微

鏡による観衆でば，１）神経蕊内の

IJcrical)ilIarysI〕aceに接している神

経終末の股にシナプス小胞が集責っ

て、c(ivcpoiu［を作っている像が

みらｊしる．２）マウメを脱水させた

ときに神経葉内Dactivcpointの

数がjl1DI1すみという．activeI〕oint

は神綴分泌繊維においても観察され

ることから，そこに存在する小胞が

ACｈを含む可能朧は非常に強いと

いえる．

刺I緑葉におけるコリナージックな

神経終末の持つ生理的役蕊に関して

LcdcTisとLivingstonl)は，ＡＣｌｌが

神経難中のllil艀を膨張させると1m流

量がjlii狐して後災ホルモンの分泌が

高まみと考えている．Douglasと

Poisncr（196`1)|)がｉｎｖｉｔｒｏの系で

はACllは後蕊＊ルモソを放出させ

ないと報告していることもあり，

KoclIc（1962)5)の説一神経分泌繊

維の末端からまずＡＣｈが政出さ

れ，それが放出されたもとの末端の

膜に作用して，膜の透過性を変える

ことにより後漿ホルモソを放出させ

脳下垂体神経葉の神経終末内小胞ならびに願粒

について

脳下垂体＃I'経葉には少なくとも次

のような３秘蔵の無髄の神経繊維と

れ|'締終末が地子竪i微鏡灼に観察され

る．ｉ）直径300ﾍ位の小胞と1,000

～2,000ＡのITI'経分泌識粒を含む織

誰，ｉｉ）５００Ａ位の小胆と1,000入位

のモノアミソ性頚粒と考えられる階

調,|､賦紘を含む繊維，iii）500Ａ位

の,l､砲だけを含む鱗j１１．直径500入

位の'１、１１ｺはアセチルコリン（ＡＣh）

を担うシナプス小胞であると考えら

れる．しかし神経分泌職粒を持つ繊

維内の'1,胸に|H1しては異論もある．

後莱ホルモソが禅経終末から放出ざ

ｉしる磯瀧ひいては分泌の調節機構

をﾘ}らかにするためにも，神凝議雛

内の顧粒あるい｛よ小胞がいかなる物

質の担休であるかを知ることは重要

なlIU題であ為．従来も逆心分iui法な

どで頚６粒の性質が調べられてきた

が，妓近Ｌｃ(ICrisとLivings[ｏｎ

〔1970)!)は，遠心分画法と１Ｍ:Wi濃度

勾配法を)nいてウサギｉｌｌ経葉のｳﾄﾞ経

湊末を分画し，各分画の後葉ホルモ

ソおよびアヒチルコリソの合1itを調

べて，電顕像と比較することにより

神経繊維，あるいは小胞と願粒の性

質を象ているのでここに紹介する．

l0-4Mescrineを含む0.44Ｍ蕨雛

でhomogcnizeしたウサギ神経業を

遠心分画し，ミトコソドリアと神遥

終末を含むペレットを得る．妓初

に，ネ|'経終末内の小胆と頚粒の![1っ

ている物質を調べるため，遠心分画

して得られたペレットを蒸FW水で処

理して終末の膜を破りそれをIMiii1(濃

度勾配にかけて分閏する.その結果，

藤穂波脚.53Ｍの部分に集められた

直径400Ａ位(o,!､１１笹（そのＭ１ﾘii像は

中ｌｉｌ*|'経内のシナプス小胞に良く似

ていあ）にＡＣｌｌが含まれているこ

とが明らかとなった．また後莱ホル

モンは神経分泌腹蔵'１ﾆ似た1,000～

2,000Ａの潅調蝋粒に含ま”ごいる．

LedcrisとLivingstom（1970)')は神

経分泌顧粒をoxytocinとvasoprcss-

inに分けてばいないが，Ｂｉ､皿ｒら

（1967)2)にj:れぱoxytocinの願粒

はvasol)rcssi1lの瓢粒と同一ではな

く後1Fより軽いということであZ，．

次に，神繩終末そのものを分雨す

るために遠心分iIliして！!}られたペレ

ットを1.1～1.8Ｍの迦紘的な!（鰯1i濃

度勾配で遠心す愚と六厩にわかｵし

る．各層を検定す為と，ＡＣｈを含

む終末と後莱ゴミルモソを含む終末の

濃度分布が災なっている．また

oxylocillを含む終末とvasol)rcssin

を含む終末にも濃度分布に差がある

ことがわかった．しかしこの分画法

ではＡＣｈを含む終末と後葉ホルモ

ンを含む終末をはっきりと分湖する

ことができなかった．そこで遠心分

画して得られたペレソトを1.3～1.7

Ｍの迎絞的な濃度勾配と2.0Ｍの層

を底部に持つ藤糖濃度勾配で述心し

フラクシニンーレクターで12の分画

にわげに，その結果，ＡＣｈを含む

神羅終末は燕轆濃度Ｌ５５～Ｌ６５Ｍの

分両に，後蕊ホルモンはより低濃度

の分画に存在していることがわかっ

た．これらの分画の地頭像をゑる

と，ＡＣｈの多い分il1iにはシナプス

小胞に良く似た小胞を持つ終末が高

頻度に存在し，後葉ホルモソを多く

含む分画には神経分泌薗粒を持つ終



!f.~77 :f!f . ~存 6 王子: 百日告14611'-5月8 日

る の可言E{主を否定するm拠ヵ:.~

〈日iされてきて v、る現在， Lederis 

らの説;こ直接的な証拠がないとはい

えその可~l生:土十分に考えられる.

しかし，前遣のように~P{定分L必綾子安

をも含めて神経終末に acti¥'cpOInl 

がしばしば税察されることから，

Kobaγashi う(1965)勺品:元司~~してし、

るよう!こ.¥ぐh iJ: pericapi¥lal・y

space 二iHflレてその匁分の透過U:
を変え， {交う1ホルモンヵ:分:泌されや

す〈なる可能性も非常に強いと思わ

れる.
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